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無い 63．6％ 52．4％ 56．9％ ＊
男女の心理・行動 17．8％ 20．1％ 19．2％ n.s
愛とは 10．9％ 14．3％ 12．9％ n.s
出産 5．4％ 14．3％ 10．7％ ＊
HPV頚癌 5．4％ 13．8％ 10．4％ ＊
LGBT 10．1％ 10．6％ 10．4％ n.s
性行為感染症 11．6％ 7．9％ 9．4％ n.s
自分のからだ 3．9％ 9．5％ 7．2％ n.s
中絶 7．8％ 5．3％ 6．3％ n.s
性は人生にどんな意味を持つか 5．4％ 5．3％ 5．3％ n.s
性交 7．0％ 3．7％ 5．0％ n.s
不妊 4．7％ 6．3％ 5．7％ n.s
避妊 3．9％ 5．3％ 4．7％ n.s
性欲 6．2％ 2．6％ 4．1％ n.s
マスターベーション 2．3％ 2．1％ 2．2％ n.s
無回答 0．0％ 1．6％ 0．9％ n.s
図14 相談できる人・場所（n＝318複数回答）
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Ⅴ まとめ
① 将来結婚を望む高校生は約75％であり，結婚を望む理由は「家庭をもちたい」「子どもを
もちたい」という家庭や子どもに結びついたものであった。
② 将来子どもを望む高校生は70％以上であり，子どもを望む理由として家庭や子どもに対し
てポジティブなイメージを持っていた。
③ 月経や妊娠に対する生理学的知識は，月経の限界と妊娠の可能性について結びついていな
い高校が5割以上であり，少子化対策に結び付くライフプランを考える力をつけるためには，
妊娠の生理学的限界を知ることが必要である。
④ 性に関する相談ができるところは男子で「誰もいない」答えるものが3人に一人である。
また相談先として同性の友人や母親と答えるものが多いが有意に性差がみられている。また，
相談のしやすさが正しい知識を伝えられる役割としては充分ではないことが懸念される。今
後正しい知識を伝える役割と，相談しやすい役割が近づく健康教育の組み立てが必要である。
Ⅵ 今後の課題
前回の調査では高校生と大学生の比較から大学生の現状を踏まえた健康教育の必要を知るこ
とができた。今回はその具体的内容を検討するために将来を考える高校生に必要な情報は何か
を調査した。今後この調査の結果をもとに高校生に向けた健康教育を実践していきたい。
Ⅶ 謝辞
今回調査に快くご協力いただいた高校生の皆様，熱心な取り組みをされている教員の皆様に
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